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九州海外協力協会だより

明けましておめでとうございます。
昨年は協会として初めてクラウドファ
ンディングを行い、無事に目標金額に
達成しました！
事務所の移転により環境も変わり、カ
ンボジアでの事業もいよいよスタート
いたします。私自身も今年から新たな
気持ちで新年をスタートさせて行きた
いと思います。どうぞ皆様にとっても
良い新年となりますように！

武井 隆治

明けましておめでとうございます。
昨年は、熊本地震、台風被害、洪水、土砂崩れ、道路陥没、、、災害の年でした。人の力ではどうす
ることもできない事がたくさん有ります。ですが、備えることは非常に大切で、被害を最小限にとどめ
ることも可能です。国際協力も、未来への備えと言えなくもないでしょう。地球市民が平和に、健全に
暮らすための備えであるように思います。現在、日本が途上国から食糧、衣類、燃料等々を輸入してい
る割合は、全体の５０％を超えているようです。グローバル化の波は既に押し寄せています。上手に
「波乗り」しないといけません。サーフィンと違って「波乗り」は一人でするものではなく、皆で力を
合わせて行うものです。世界の平和のために、皆で備え、波を上手に乗り切っていけることを願ってお
ります。 事務局長 武下 悌治

あけましておめでとうございます。思
えば昨年は怪我をしないようにひたす
ら体作りに気を使った一年でした。今
年も怪我や病気をしないように健康な
体作りと、それに加えてきれいな心作
りをしようと思います。人を妬まず、
文句を言わず、高みを目指せる人間に
なれるよう努力いたします。皆様にと
って飛翔の一年となりますように。
今年もどうぞよろしくお願いします。

米村 淳平

明けましておめでとうございます。
昨年は協会としても個人としても新しい業
務に着手することが出来、学びの多い一年
となりました。これも皆様のお力添えあっ
てのことと、心より感謝申し上げます。本
年も変わらぬご支援を何卒よろしくお願い
申し上げます。 橋口 恵利子

あけましておめでとうございます。
昨年は新たな事業を開始すべく、様々
なことにチャレンジし、良い経験がで
きました。今年はカンボジアでの事業
はもちろんのこと、国内でも新たな取
り組みができるよう、より一層努力し
たいと思います。
本年もご支援のほど、どうぞよろしく
お願い致します。 河野 菜津子

明けましておめでとうございます。
昨年は世のコーヒーブームに乗って、
エチオピア式コーヒーセレモニーを披
露する機会がたくさんありました。
と、同時に、私がエチオピアにいた頃
には考えられなかったようなデモとそ
の弾圧によって、エチオピア国内は混
乱しているようです。新しい年は世界
中の誰にとっても平和なものであるこ
とを心から願っています。古泉 志保



今年は佐賀バルーンフェスタに代わって、熱気球世
界選手権が行われました。佐賀で開催されるのは19年
振り3回目になります。会場では世界選手権のほかに、
様々なイベントが実施されました！
今回、当協会もJICA九州のブースに出展させていただ
き、来場者の皆さんに世界のこと知っていただくため
の体験型クイズなどを展示しました。
来場いただいた皆様からは「世界のクイズが面白かっ
た」や「JICAボランティアに行きたくなった」などの
感想を頂きました。
佐賀の方よりも、他県からの来場者が多く「いつも

説明会に行きたいと思っていたが、機会がなかった。
今日は色々聞けてよかった」という方もいました。来
年の出展は未定ですが、福岡県以外の出展も増やして
いきたいと考えています。
今回の出展では佐賀県JICAデスクの山田さん、佐賀

県ＯＶの皆さんに大変お世話になりました。本当にあ
りがとうございました！！(河野菜津子)
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前回のニュースレターに続きまして、最近の事業についてのご報告です。
～職員による、事業あれこれご報告！～

九州海外協力協会だより

11月23日から12月1日まで、外務省の青年招聘事業
Jenesys2016のコースコーディネーター（引率のような
もの）をしてきました。今回の青年団は、スポーツを学
ぶ南太平洋大学の大学生＆大学院生たち。バヌアツ、フ
ィジー、トンガ、ソロモン諸島、パプアニューギニアか
らやってきた18名を連れて、東京は秩父宮ラグビー場、
お台場、浅草を訪問しました。その後、佐賀に移動し、
市役所を訪問したりバルーンミュージアムで気球の勉強
をしたり、柳町の伝統的な町並みを散策したり、西九州
大学の学生と交流したりしました。ホームステイもみっ
ちり2泊3日させていただき、USPの学生達は新しい家族
が出来た！と喜んでいました。
佐賀はご飯がおいしくて人がいい！気球に乗せてもら

ったり、着物を着せてもらったり・・・佐賀空港から飛
行機に乗るときには、ホストファミリーが見送りに来て
くれて、感動的なお別れをしました。日本が大好きにな
った学生達。いつか日本に戻ってきてくれたらいいです
ね☆（米村淳平）

今年の5月の佐賀でのコーヒーセレモニーに続いて、
11月には熊本にてコーヒーセレモニーをしてきました。
エチオピアに行くまでの私は、コーヒーといえば

もっぱら牛乳にインスタントコーヒーを入れるものと
いう認識でしたが、今ではすっかり違いの分かる
コーヒー通（自称）です。

「一度でいいからエチオピアのコーヒーセレモニーに出
てみたかった！」というお客様もいらっしゃり、思わず
コーヒーを入れる手も震えてしまいますが、この思いに
添えるよう、これからも日々、珈琲道に精進していきた
いと思います。
一杯のコーヒーから見えてくる世界のつながりと

構造。コーヒーのおいしさだけではなく、そこまでの
思いを伝えられるように、こちらも日々、精進です。

（古泉志保）

9月30日から11月4日までの期間で実施されました
JICAボランティアの秋募集にあたり、九州7県で募集
説明会を実施いたしました。
来場者は九州7県で386名（全国で5,412名）とな

り、全国的にも毎回減少傾向ではあるものの、当日
は沢山の元ボランティアの方々にご協力いただき、
充実した募集説明会となりました。
欲しい情報はインターネットから得ることが出来

る昨今、募集説明会の会場にわざわざ足を運んでく
ださる来場者の方々の思いは、元ボランティアの生
の声を聴きたい！自分の不安を元ボランティアに会
って解消したい！ということではないでしょうか。

今後も皆様のご協力
なしには、充実した募
集説明会の開催はでき
ません！引き続きのご
協力を、何卒よろしく
お願い申し上げます。
（橋口恵利子）

民族衣装で参加した元JICA
ボランティアの皆さん＠大分



11月11日から23日まで、JICA青年研修 パキスタン/経済行政(産業振興)コースを実施しまし

た。パキスタンの産業振興を目的に、各地域の行政官が10名来日しました。

北九州市のシャボン玉石鹸工場見学から始まり、研修員たちは有限会社バンベン、株式会社國

巧、九州大学学術研究都市推進機構、福岡市国際経済課、JETRO福岡、九州経済産業局中小企業

課、広川町政策調整課の方々から講義・討議を受けることができました。

研修中盤には、大分県に場所を移し、国際一村一品交流協会より一村一品運動について学び、

実際に活発に活動されている百年之家ときえだ、畦道グループ食品加工組合、竹内牧場を訪問さ

せて頂きました。皆様の活動に掛ける情熱を目の当たりにして、研修員達も熱心に話しを聞いて

おりました。

後半にはホームステイも実施いたしました。研修員達には宗教上の食事制限もあり、少々心配

しておりましたが、ホストファミリーの方々の心からの暖かいおもてなしを受け、全員笑顔で戻

ってきました。

タイトな研修日程ではありましたが、その中で広川町を訪問させて頂いた際に、有名な銀杏並

木を訪問させて頂きました。予想以上に素晴らしい場所で、それまでに見たことがないくらいに

研修員達のテンションが上がっており、大満足しておりました。たまたま地元のテレビカメラが

来ており、はしゃいでいる様子がニュースで少しですが流れたと聞いております。

今回、私にとっても初めての受入国であり、経済行政というテーマも初めてでした。研修員達

にとって少しでも良い研修にしなければと思い、研修内容の設定をどうしよう！と悩んでおりま

した。しかし、多くの方々の大きなご支援・ご協力を受けることができまして、無事研修を終了

することができました。帰国後の彼らのアクションに期待したいと思います。

快く講義を受けて頂きました各訪問先の皆様を始め、ホームステイ受け入れご家族や関係者の

皆様のお力添えを頂きまして、本当にありがとうございました。この場を借りまして御礼申し上

げます。

九州海外協力協会だより

パキスタン青年研修ではお世話になりました！ （武井隆治）
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全員の集合写真から
講義の様子、銀杏並木での

ハイテンションまで！

パキスタンは
ここです！
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（特活）九州海外協力協会 ☆会員募集中☆

随時更新中！コメントお待ちしております☆

インスタ的な

米村職員がミクロネシアから連れて来た
ココナッツモンキーです。写真で見ると少し
怖いですが、実物はかなりキュートです。

当協会では、活動に御賛同いただける団体・個人の皆様を
募集しております。会員の方には四半期毎に発行しており
ます「九州海外協力協会だより」と「クロスロード」誌をお送
りさせていただいているほか、当協会主催、共催のイベント
情報などをご案内しております。是非ともご入会下さい！

※ご関心のある方は、当協会までお問い合わせ下さい。
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九州海外協力協会だより

当協会が担当しております北九州市八幡東区のJICA九州の館内展示ですが、現在は「アフリカの暮らしを
のぞいてみよう！」と題した展示を行っています。これまでは全て当協会職員の手作りの展示を行ってい
ましたが、今回は、JICA地球ひろばからお借りした物を中心にした展示をしています。
JICA九州に行かれた際には、是非じっくりとご覧ください！

JICAfe(食堂)の前では
ミニ写真展もしています！

facebookをご利用の皆様、ぜひ、 してくださいね♪
“facebook 九州海外協力協会” で検索くださると、

登録がなくてもご覧になれます！

http://blogs.yahoo.co.jp/jocakyushu/MYBLOG/yblog.html


